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建設業における多様な働き方の実現に向けた支援

○直轄工事における試行を通じて、建設業は完全週休２日を含む週休２日が可能な業界であることを確認。
○他方、地域の実情や現場の状況等により、多様な働き方が求められている状況を踏まえ、最新の知見・技術を総動員した多
様な働き方の実現を目指していく。
※直轄土木工事は「工事における週休２日の取得に要する費用の計上について（試行）」等による試行は完了とし、多様な働き方の実現を支援してまいります。

これまでの週休２日の推進と今後の働き方のあり方
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（１－１）猛暑期間を回避した工事発注
・猛暑日（WBGT値）を考慮した工期設定

・発注者による、猛暑期間の現場施工を回避する工夫（準備工、工場
製作等）により、工期設定

（１－２）猛暑期間を休工可能とする工事発注

・猛暑期間を休工可能とする工事発注の実現に向け、効果や必要とな
る費用・取組の調査を目的とした試行工事の実施【新規】

（１－３）猛暑期間における現場施工回避の協議の明記
・宇都宮国道事務所等において、試行的に実施
・特記仕様書への記載を他事務所に展開【新規】

（１－４）猛暑時間の施工回避

・現場環境に応じて、作業の開始時間、終了時間を、監督職員と協議
の上、柔軟に設定

・早朝・夜間施工に係る警察や地元等への協議について、必要がある
場合、発注者が協力すること等について、特記仕様書へ記載【新規】

（１－５）１年単位の変形労働時間制（１－２～１－４とセット）
・１年単位の変形労働時間制の活用に向けた関係者との連携【新規】

（１－６）適切な設計図書の作成

（１－７）労働実態の把握

【概要】
○建設業の担い手を確保するため、他産業と遜色のない労働条件・労働環境の実現が必要
○猛暑は今後も続くと想定され、厳しい作業環境において、地域の実情を踏まえ、最新の知見・技術を総動員した多様な働き方の実現が必要
○施工者の自主性を尊重しつつ、地域の実情や現場の状況等に応じて、受注者が施工の時期、時間や方法を柔軟に選択できるよう、工期の設定、

新技術の導入や熱中症対策に係る費用等について支援する取組を「建設工事における猛暑対策サポートパッケージ」としてとりまとめ

来季に向けて実施する具体的な施策・取組

１．猛暑期間・時間の作業回避 ２．効率的な施工、作業環境の改善

３．猛暑対策に必要な経費等の確保

（２－１）i-Construction 2.0の推進
・施工・データ連携・施工管理のオートメーション化の取組を加速

（２－２）作業環境の改善
・個社毎の取組（定置式水平ジブクレーン、バイタルチェック機器等）

・技術開発の促進（SBIR制度による支援に向けた公募実施） 【新規】
・技術提案評価型S型を活用した、作業環境の改善に資する施工方法・
施工計画の工夫促進【新規】

（３－１）熱中症対策に係る経費
・現場管理費、現場環境改善費での熱中症対策費用の計上
・実態に応じた熱中症対策費用の確保【新規】

（３－２）直接工事費
・維持工事等で標準歩掛がない作業は見積り等による精算変更
・施工実態調査に基づく歩掛の見直し

建設工事における猛暑対策サポートパッケージ【概要版】

中長期的な課題への対応

・日給制の技能労働者の年間総労働時間・賃金を確保する方策
・１年単位の変形労働時間制の運用改善、生命・安全を守るための猛暑日における作業のあり方の議論

４．地方公共団体・民間発注者等への周知・要請、好事例の横展開

（４－１）工期における猛暑日考慮の徹底【新規】
・「工期に関する基準」の対応状況調査、働きかけ等

（４－２）工期以外の猛暑対策の推進【新規】

（４－３）好事例の横展開【新規】

令和７年１２月２３日公表（再掲）
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中国地方整備局における取り組み



○２０４４年の就労者数(中国地方)の予測は、２０２４年に比べ０．９１倍で減少の傾向。

○うち建設業従事者数(中国地方)の予測は、０．７７倍と大きく減少。

○このため、「生産性向上」、「働き方改革」による引き上げは重要。
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■令和7年度は第３次担い手３法の全面施行で、技能者の処遇改善に向けた商習慣をいかに現場レベル

まで浸透されるかが問われている。

■技能者の処遇改善と将来の担い手を確保し、技術力と生産性を競う健全な環境を築くため、中国地方

整備局では４つのアクションプランを導入し、建設業が地域の守り手として将来に持続するための取

り組みを新たに導入。

■令和7年度は第３次担い手３法の全面施行で、技能者の処遇改善に向けた商習慣をいかに現場レベル

まで浸透されるかが問われている。

■技能者の処遇改善と将来の担い手を確保し、技術力と生産性を競う健全な環境を築くため、中国地方

整備局では４つのアクションプランを導入し、建設業が地域の守り手として将来に持続するための取

り組みを新たに導入。

○ 第１弾 若手優秀技術者表彰導入 発 表 ：2/13

○ 第２弾 省人化チャレンジ導入 発 表 ：２/20

○ 第４弾 ２０２６DX推進計画策定 発 表 ： ３/ 6

○ 第３弾 猛暑サポートパッケージ 発 表 ：２/27
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【中国地整・担い手確保アクションプラン 第１弾】 【新規】
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【中国地整・担い手確保アクションプラン 第２弾】

中国地整「省人化チャレンジ」始動！ ～地域建設業の省人化技術へのﾁｬﾚﾝｼﾞを支援～

令和８年度４月から【新規】
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まだ見ぬ技術を発掘!

～土木分野以外の異分野技術も含めた、
「省人化技術プラットフォーム」を構築・運用～

「新たな省人化技術シーズ」の公募について
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（１－１）

（１－２）

（１－３）

（１－４）

【中国地整・担い手確保アクションプラン 第３弾】
「猛暑対策サポートパッケージ」の導入！

～多様な働き方を実現し、
建設業の未来を創造！～

Ｈ２８ Ｒ７
Ｒ８～
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【中国地整・担い手確保アクションプラン第４弾】
「中国地整インフラＤＸ推進計画２０２６」を策定

中国地整業務の効率化 建設現場の生産性向上

4.0m 5.0m

○中国地方整備局では、２０２２年度に「中国地整インフラDX推進計画」を策定し、２０２５年度までの４ヶ年を通じて、①中国地整が
行う業務の効率化に資する８１の取組と、②建設現場の生産性向上に資する取組を推進してきました。

○２０２６年度からの５カ年を新たに２ndステージと位置づけ、①AIの活用等による業務の大幅な効率化と、②i-Construction2.0の
実現に向けた取組を集中的に実施し、真のデジタル・トランスフォーメーションへの昇華を目指します。
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２０２６年度

中国地方整備局
インフラＤＸ推進計画

令和８年３月６日



２０２６年度 中国地方整備局の ｉ-Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ
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➣直轄工事でのICT複数工種実施の標準化
➣中国LightICTの試行完了
➣地方公共団体でのICT活用工事の拡大

方 針

ＩＣＴ技術を活用した施工を「標準」へ
５年後の
目指す姿

➣省人化建設機械の普及
➣遠隔操縦建設機械、無人化に資する建設機械の活用拡大
➣地元建設業における省人化に資する新技術活用の活性化

方 針

オートメーション化に向けた施工データの活用
５年後の
目指す姿

① 革新の標準化(ＩＣＴ) ② 省人化技術による現場施工の最適化

➣
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➣GX(電動)建機の活用を普及
➣次世代燃料の活用を普及
➣低炭素型コンクリート・アスファルトの活用を普及

方 針

建設現場でのカーボンニュートラル化実行段階への移行
５年後の
目指す姿

➣プレキャスト工法の活用拡大しつつ、現場打ち工法との最適化を図る
➣施工合理性を考慮した設計へ

方 針

設計段階からの施工合理化追求
５年後の
目指す姿

③ 建設現場の脱炭素化 ④ 設計段階から施工合理化

➣
➣
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➣３次元モデルを工事契約図書として活用
➣３次元モデル数量の活用

方 針

デジタル技術を前提とする効率的な業務への変革
５年後の
目指す姿

➣建設ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(事業)の関係ﾃﾞｰﾀをﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに保存し、関係者間で共有化

➣事業進捗に合わせたリアルタイムデータの活用により効率化
➣ASPの拡充により、建設現場のデジタル化・ペーパレス化を促進

方 針

建設プロジェクトの関連データを関係者間で共有し効率化
５年後の
目指す姿

⑤ デジタルデータの連係強化
～BIM/CIMデータの活用拡大～ ～プロジェクトデータの共有～

⑤ デジタルデータの連係強化

《ＡＳＰ拡充検討のイメージ》

《関係者間でのデータ共有のイメージ》
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➣猛暑期間を回避した工事発注
➣猛暑期間を休工可能とする工事発注

方 針

地域の実情や現場環境を踏まえた多様な働き方を選択できる環境創出
５年後の
目指す姿

➣出来形管理の３次元データ化にて代替
➣i-Con意見交換会の活用
➣中国ICTサポートトップランナーとの連携

方 針

３次元モデルの活用により、完成図書に必要なデータを集約・共有すること
で、従来の工事書類の代替化

５年後の
目指す姿

⑥ 多様な働き方の推進 ⑦ 工事書類デジタル代替化
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➣主任監督員の意識・行動力向上により、ワンデーレスポンスを徹底方 針

円滑化な施工環境の創出
５年後の
目指す姿

➣国・５県２市で毎年、共通目標を設定し、働き方改革を推進方 針

官民一体で連携し、建設業全体の働き方改革の実施
５年後の
目指す姿

⑧ プロジェクト管理の円滑化 ⑨ 地域連携の強化

➣

➣
➣
➣
➣
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